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総合計画の概要

 伊達市を待ち受ける課題

人のつながりの
希薄化

 総合計画とは？
　総合計画は、伊達市のまちづくりの最上位に位置付けられる計画です。
　この計画は、10年後の伊達市の将来像を描き、その実現に向けた基本
目標を掲げ、各分野で推進する施策を体系的にまとめたものです。
　第7次伊達市総合計画の期間は2019年度から2028年度の10ヵ年です。

経済の停滞

人口の減少
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公共サービスの
質の低下

財政状況の悪化

医療・福祉体制の
弱体化

 課題に立ち向かう姿勢
　課題を受け、わたしたちは今後、次のよう
な姿勢でまちづくりに取り組むことが求めら
れています。

まちづくりを「自分ごと」と捉え、 
市民一人ひとりがまちづくりを担
う意識を持ち、まちの発展のために 
役割を担うこと

まちづくりの
「自分ごと」化

経済の停滞

市民・団体・企業・行政が一丸となって 
伊達のまちの魅力化に取り組み、

「訪れるに値するまち」
「移住に値するまち」
「投資に値するまち」　
をつくること

まちの魅力化

人口の規模や構成に合った形にまち
を整理・整頓していく取組を進め、
選択と集中によって投資を効率的に
行うこと

まちの
整理・整頓
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みんなが豊かさを感じられる
　市民幸福度最高のまち

将 来 像

北海道 伊達市

基本目標１

基本目標2

伊達市が直面する課題、まちづくりに取り組む姿勢、
市民の意見などをもとに、
10年後の伊達市の将来像を定め、その実現に向け、
分野別に5つの基本目標を掲げます。

　農林漁業や商業、地場産業の振興を図り、
「稼ぐ力」を持った産業基盤と、誰でも活躍
できる雇用の場を生み出します。

　学校教育・生涯学習の充実や、地域全体で
子どもを見守り育む体制を確立し、子どもか
ら大人まで豊かな心を持った「伊達人（だてび
と）」を育成します。

0101　地域産業の中核を担う農業の振興
0102　健全な林業の振興
0103　安定した漁業の確立
0104　消費者ニーズに対応した商業の振興
0105　活力ある地場産業
0106　魅力あふれる観光基盤の形成
0107　勤労者の生活安定と向上

 稼ぐ力と雇用を生み出すまちづくり

 豊かな心と人を育むまちづくり

分野別施策 本編62～69ページ

0201　子どもの教育と保育
0202　次代を担う子どもたちを育む教育の実現
0203　生涯学習の推進と地域人材の育成
0204　みんなが楽しめるスポーツの振興
0205　歴史・文化芸術を生かしたまちづくり

分野別施策 本編70～77ページ

5つの
基本目標
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みんなが豊かさを感じられる
　市民幸福度最高のまち

将 来 像

北海道 伊達市

基本目標3

基本目標4

基本目標5

　食育や健康増進の取組を進めるとともに、
誰もがお互いを尊重し支え合える、人にやさ
しいまちづくりを進めます。

　人口規模に合わせてまちの整理・整頓を図るとと
もに、防災や消防・救急体制の整備を図り、安心・安
全で住み良いまちづくりを進めます。

　一人ひとりがまちづくりを「自分ごと」と
捉え、市民、団体、企業、行政が手を取り合
い、課題の解決にチャレンジできるまちづく
りを進めます。

0301　福祉の充実と多様性の尊重
0302　高齢者福祉の充実
0303　健康づくりの推進

0401　 まちの整理・整頓と機能的なまちづくり
0402　 居住環境の整備と地域環境の保全
0403　公共交通網の確立
0404　安全な暮らしの確保

0501　みんなが参加する協働のまちづくり
0502　地域コミュニティと市民活動の促進
0503　情報通信基盤の整備と活用
0504　国際・地域間交流の推進
0505　効率的・効果的な行財政運営

 健やかで人にやさしいまちづくり

 安心・安全で住み良いまちづくり

 市民力を生かしたまちづくり

分野別施策 本編78～83ページ

分野別施策 本編84～89ページ

分野別施策 本編90～95ページ
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┃まちづくりシンポジウム┃

 

健
や
か
・
安
心

 総合計画ができるまで

⃝�市民が健やかに暮らせるよう、関連する
取組を重点的に推進します。

⃝��健康の源である「食」を生み出す農業・
漁業を振興し、健康産業としての発展を
促します。

⃝�食育や市民の健康づくりを促進し、健康
寿命の延伸を図ります。

⃝�心の通った人と人とのつながりをつくる
とともに、防災対策に力を入れ、安心し
て暮らせるまちをつくります。

┃施策のねらい┃

今後10年間の「重点施策」として、

「健やか・安心」、
「育み」、「活躍」

の3つの施策を
積極的に推進します。

重点施策

⃝農畜産業の振興
⃝�高齢者の生きがいづくりの推進
⃝�地域防災対策の推進など

関連する取組

┃まちづくりワークショップ┃
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活
躍

 

育
み

┃住民・団体懇談会┃

⃝��まちづくりを「自分ごと」とし、市民力が
発揮される環境をつくります。

⃝��あらゆる年代、性別、境遇の人たちが、
それぞれの立場で活躍し、魅力ある伊
達市、住みやすい伊達市、活力があり人
にやさしい伊達市をつくるために努力
する体制を整えます。

⃝�市内で雇用を創出し、伊達市に住み、活
躍したい人が働ける場をつくります。

⃝��困難な時代の到来が予想される中、伊
達市の未来を担う人材を地域が一丸と
なって育みます。

⃝��学校、家庭、職場、コミュニティなど、あ
らゆる場を通じて、優れた見識、技能、
問題解決力を持った頼もしい「伊達人

（だてびと）」を育成します。

⃝��伊達市で子どもを産み、育てようとする
人を支援するとともに、子育て環境の充
実を図ります。

┃施策のねらい┃┃施策のねらい┃

⃝子育て支援体制の充実
⃝�確かな学力の向上を目指し特色

ある学校づくりの推進
⃝�生涯にわたる充実した学習機会

の提供など

関連する取組
⃝�産業の担い手、後継者等の 

確保に向けた取組の支援
⃝市民参加の推進など

関連する取組

┃みらい会議┃
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 総合計画の構成と期間
　総合計画の期間は、2019年度から2028年度の10ヵ年です。
　総合計画は、「基本構想」「基本計画」「実施計画」の3つで構成されます。

基本構想 基本計画 実施計画

今後の伊達市のまちづくり
の基本となるもので、目指
すべき将来像を定め、その
実現に向けた手立てを体系
化します。

基本構想を実現するために
行う施策や事業を体系化し
たもので、「分野別施策」と

「重点施策」から構成され
ます。

基本計画を実現するための
個別事業を明らかにするも
ので、別途定めます。実施計
画は、３年単位で策定し、毎
年見直しを行います。

第7次伊達市総合計画│概要版│
伊達市　企画財政部　企画課　ＴＥＬ ０１４２︲２３︲３３３１

基本構想

基本計画

実施計画

1年度
2019年

2年度
2020年

3年度
2021年

4年度
2022年

5年度
2023年

6年度
2024年

7年度
2025年

8年度
2026年

9年度
2027年

10年度
2028年

2019~2028年度（10年間）

2019~2028年度（10年間）

2019~2021年度（3年間）

2020~2022年度（3年間）

2021~2023年度（3年間）

毎年、3年単位で計画を策定

基本構想と基本計画は10ヵ年を対象に、
実施計画は3年単位で策定し、毎年見直しを行います。


